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第 2 章で取り上げた G ・ A ・ウイルケン(1847・1891)は植民地行政官の経験を持ち、「東インドの地
理学・民族学講座」で教鞭をとったが、彼の理論を植民地主義と民族学という文脈のみで理解すること
はできない。彼の理論形成の背景には、宗教学という新興の学問、近代主義(自由主義)、進化論があっ












第 3 章は、東インドにおいて倫理政策が施行された時期に活動した宣教師 A ・ c. クロイト (1869-





































































































































化J I戦術J Iずれ」概念の説明を通して本論文の視座と方法が明らかにされる。続く「第 1 章 インド
ネシアの国家と宗教」では、植民地時代から現代までの政治・宗教史の素描を通し、インドネシア社会
において「宗教J 概念がもち続けてきた政治的意義が指摘されている。「第 2 章『アニミズム』に表れ






興味深い。「第 5 章宗教における意志する人間の意義」および「第 6 章西洋的宗教概念への懐疑とその
撹乱」は、独立繁明期のインドネシアで当国人類学の基礎を築いたオランダ人 G. ].ヘルトの宗教論の
分析である。デュルケムの宗教諭を援用しながらも呪術のもつ変革の力に注目した彼の独特な理論を明
らかにしている。「第 7 章 文化における馴化不可能なもの」ではインドネシア第一世代人類学者クン
チャラニングラットの「宗教」概念がとりあげられ、西欧的概念をスハルト体制下における宗教の公認
化の流れの中で彼が戦術的に読み替えていった様子が析出されている。「結論」ではこれらの分析を受
け、現地社会へと一方的に押し付けられたかに見える学知が実は「戦術J 的に「文脈化」され受け入れ
られている点が改めて指摘され、このような視点の他地域研究への応用可能性が示唆されている。
西欧とは異なった政教関係をもっ「宗教国家」インドネシアにおける「宗教」概念形成過程の解明は
これまで十分に行われておらず、大きな意義をもっO また、学知の形成を非西欧社会に対する西欧的枠
組みの一方的押し付けではなく、二つの社会の「はざま」に立った研究者による概念の「文脈化」と
「戦術J の結果と見る視点は斬新であり、その成果は斯学の発展に寄与するところ大なるものがある。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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